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人間の欲求が何もかもが満たされ飽和 したかに見 は未来の科学技術とは何かと言 う命題そのもので
える20世 紀に飽きたらず、21世 紀の始まりを一 す。純粋科学、応用科学、材料科学技術などの問
つの転換機に してそれを打破 したいと言 う純粋、 題がある分けですが、個々人が独創性を発揮 して
素朴な動機にも端を発 しているように思われます。 考え模索 し皆で英知を絞 らなければな りません。





違いないので しょうが、一方では今日的日本の経 れを土台に発展 してきました。 しか しながら、材
済問題、行政改革問題 とも無縁ではありません。 料と酋うものは複雑で、単純に原子 とか素粒子 と
よく言われるように、17兆 円科学技術振興推進の 言った普遍性とそれらを支配する基本法則だけを
追い風に対 して経済 ・行政問題の逆風が吹き、そ 追究 していてもだめで、もっと多様性を追究 しな
の嵐の中で大学の教育、科学、技術者はややもす ければならない問題を含んでいます。そんなこと
ると方向感覚を失いがちです。 はあたりまえで、今までも複雑、多機陛には試行
さて、ひるがえって金研に目を向けると、ここ 錯誤や閃きで挑戦 して新材料を開発 してきた、純
約30数 年間はいわゆる新素材ブームに乗って、い 粋科学はあまり有効だったとは言え無い、と書う
やむ しろブームに火を付けて、世界から高い評価 人がいるかも知れません。 しかし、複雑な物質の
を受けてきたことは衆目の一致するところです。 多様性には本質的なものが潜んでいて、それはい
それは今も続いています。 しか し、そろそろ何か ったい何か、その解明には普遍的な要素とか基本
新 しい展開を図りたい、図らなければな らない、 法則を追究する今までの方法論だけでは足 りなく
と言った自己欲求が沸いて来ているように感 じら てもう一つ別の何かがあるのではないか、それが
れます。研究部門の入れ替わ りとも相まって、金 材料開発に役立つ鍵を握 っているのではないか、




もDNAで 全てを普遍的に扱 うのには限界があっ 担い、日々ことの重大さを認識 しているところで
て、発生機構や脳機能などは多様性の関わる問題 す。将来計画委員会を中心にした金研の将来につ
でそのような研究が進んでいるそ うです。そんな いての議論、英知を今後の金研の発展に結びつけ
ことをある読み物で知って、上のことを感 じた次 るよう、所長としての舵取 り役に励む所存です。
第です。 金研の皆様、金研諸先輩の皆様、金研を外か ら
さて始めに戻って繰 り返しますが、金研は、好 見守 り応援 していただいている皆様、どうぞこ支
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新研究室紹介(1):材 料照射工学研究部門
部 門 担 当 教 授 長 谷 川 雅 幸
本部門は茨城県大洗にある金属材料研究所附属 あろう。他の一つは、照射欠陥自身の原子的 ・電
材料試験炉利用施設(略 称:金 研大洗施設)に 本 子的構造をよく理解するとともに欠陥の挙動制御
拠を置く(仙 台にも部門の一部がある)。大洗施設 を目指すものであろう(勿 論これらの中間的な研
は、日本原子力研究所大洗研究所(原 研大洗)の 究もある)。 本部門では後者に力を入れ、前者の流
材料試験炉(JMTR)に 隣接 し、JMTRの みならず れに力をおく多 くの内外(金 研他部門、他大学、
動力炉燃料開発事業団の常陽、米国の原子炉等で 外国)の 研究グループの研究に我々の研究結果を
の材料照射試料を受け入れ、材料照射研究(金 研 反映していただけるようにしたいと考えている。
のみな らず全国大学共同利用)に 関 して我国大学 現時点の実験手段としては、陽電子消滅(新任の
機関唯一の拠点となっている。 永井康介助手担当)、 電子顕微鏡(新 任の湯蓋邦夫
本部門では、軽水炉(核 分裂炉)や 核融合炉で 助手担当)、各種機械的性質、光吸収等を用いてい
問題となる各種材料の照射欠陥に関する基礎的研 る。大洗施設における実験設備は、老朽化 ・陳腐
究を行いたいと思っている。また照射という観点 化 したものが多く、早急な整備が望まれるところ




発な産業活動を反映 して盛んな実験的 ・理論的研 という立地上の利点を生か したい。現在、無機材
究が行われてお り、本部門としてもそれらと密接 研第6グ ループ(陽 電子2次 元角相関法によるバ1
な交流を持つことによって、原子力関連材料の照 ルク結晶中の照射欠陥研究)、 高エネルギー加速器
射研究に役立てたいと考えているからである。さ 研究機構(高 エネ研)の 陽電子物性部門(低 速陽
らに重照射に耐える材料の開発を目指した基礎研 電子を用いた2次 元 角相 関装置の設置 とその利
究(栗 下裕明助教授担当)に も力を入れたいと思 用)、 金材技研物性解析部門(ア トムプローブを用
っている。 いた照射組織観察研究)や 原研東海のグループ等
照射効果の研究には、大別 して2つ の流れがあ と密接な共同研究を進めている。他の一つは、こ
ると思う。1つ は、勿論実際の原子力材料照射条 れ ら実験に対応 して、金研スーパーコンピュータ
件(あ るいはそれに近い条件)で 試料を照射 し、 を用いた第一原理計算法(仙 台地区:唐 政助手担
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る。 料開発関連では、(1)メ 力二力ルアロイイング法
照射損傷基礎研究の最近の主な成果 としては、 による照射脆化 しないMo等 の材料の開発、(2)
(1)Si中 の空孔クラスター特に複空孔の電子構造 微小試験片を用いた機械的特性評価技術の開発等
等、(2)石 英ガラス中のマイクロボイ ドや陽電子捕 があげられる。
獲欠陥、さらに水晶の照射によるガラス化(メ タ 昨年8月 、本部門を担当 し始めて10ヶ 月になろ
ミク トガラス)、(3>原 子炉圧力容器鋼モデル合金 うとしているが、この4月 より2名 の若い助手諸君
中のマイクロボイ ド形成、(4)グ ラファイ ト、ダ に加わってもらい、早く研究室を軌道にのせたい










第一原理計算によって求めた黒鉛中の電子(実 線)お よび陽電子(点 線)密 度分布(基 底面および6角 柱










充分考慮 しますと、本研究部門では 「元素分析の いものの、製造ライン内で固体試料を迅速 に分析
定量化を主目的とした、新たな機器分析法の開発」 することが要求されるものです。素材中の不純物1
をメインテーマと して研究を推進するべきである 元素の低減化に伴い、この分野で現在使用されて






・極微量領域(ppbレ ベル)の 基準分析法の確立 においても積極的な研究活動が展開されており、




い定量値を提供するために不可欠ですが、現在、 新 しい分析方法 ・技術の研究、将来の分析法の
炭素、窒素、酸素、硫黄などの非金属元素につい シーズの検討という観点から、分析科学研究部門
て、この濃度領域に対応できる基準分析法がなく では、多くのテーマについて先駆的研究を行なっ
分析値の保証ができない状態とな ってお ります。 ています。例えば、
この分析課題の解決を目標として掲げた 「材料分 ・斜入射 ・斜出射蛍光X線 分析法
析研究コア」が平成lO年4月 に発足いた しました。 ・X線 励起一STM探 針電流を用いた元素分析法
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これらの成果をさらに発展させ、次世代の機器分 ・グロー放電プラズマにおける電離 ・励起メ力二
析法を展望できる研究を行っております。 ズムの解明.





果から、プラズマ内の衝突反応に起因 して、この 励起 ・電離過程を明らかにする研究を継続 してい
励起過程の効率をある程度制御することが可能で ます。
あることが明らかになってきています。この効果 ・XPS、Auger電 子分光法のスペク トル励起機構
は、スペク トル線の種類や使用するプラズマガス の解明、その定量化のためのデータ解析法
の物性により決まります。このような選択的励起 電子スペク トルの定量化のためには、その励起機
賦 手法について、多 くの事例について系統的な研究 構を明らかにすることが必要であるがこれ らの基
を行い、測定感度を向上させる手段 として実際分 礎的研究は不明の部分があるのが現状です。材料









代表者 藤森 啓安(磁 性材料学部門教授)
本研究プロジェク トは、通産省新エネルギー ・ 可分に関係 した新 しい物理現象であると同時に、
産業技術総合開発機構(NEDO)の 国際共同研究 磁気抵抗素子としての実用の可能性を合わせ持っ
事業の1つ として採択され、平成8年 度から3年 間 ているため、基礎応用両面から現在も活発に研究
の予定でスター トしました。藤森啓安をプロジェ が成されています。しか し、GMRの 発見から既
ク トリーダーとし、メンバーとして、東北大学 ・ に10年 近い月日が流れ、21世 紀に向けての日本1
宮崎照宣教授、京都大学 ・新庄輝也教授、東京大 の産業技術の国際的向上のためには、GMRを 越え
学 ・山本良一教授、フランス ・パ リ大学 ・Albertて さらに新 しい磁性材料研究の発展を目指さなけ
Fert教 授、 ドイツ ・ユー リヒ研究セ ンター'れ ばな らない状況です。そのような意図のもとに、
PeterGrunberg教 授に参加 していただいており 本研究プロジェク トは組織されました。本研究で
ます。 は、どのような人工ナノ構造物質を対象とするか、
本研究では、種々の人工ナノ構造物質における、 及びどのようなスピン依存量子効果を対象とする




料や化合物永久磁石材料などの磁性材料発展の歴 ω スピン注ス現泉の研究とスピンヌイ ッチング
史を見ても明らかなように、新材料の開発が新 し 素子の開発1
い基礎研究を刺激 し、また基礎研究の進展がさ ら 強磁性金属と非磁性金属が接する界面に電流を
に新 しい材料創製を促 します。そのような研究の 流 したときに、強磁性金属の伝導電子のスピン分
最近の好例として、金属人工格子の巨大磁気抵抗 極が非磁性金属にしみ出すことをスピン注入現象
(GMR)の 発見があげられます。金属人工格子 は、 と言います(図1参 照)。 スピン注入現象に関する





伴 って生 じるスピン依存伝導現象の一つです。 素子の開発も行います。また、従来からの金属人







(2,ト ンネル接 台膜及びグラニコラー構造摸/こ 図には無い積層型(CuAu型 、NiAs型 など)の 規
お/プる強磁性 トンネル効某iの研究 則合金を人工的に合成できることが期待されます。
図2に 示すように、薄い絶縁体層をはさんだ2つ 実際に我々は、図3に 示すように、平衡状態では
の強磁性金属の間に流れる トンネル電流が強磁性 非固溶のFeとAuの 組合せで単原子層の交互積層
金属のス ピンの相対的な方向に依存する ことを、 を行い、L1。型規則合金の合成に成功しま した4)。
強磁性 トンネル効果と言います。強磁性 トンネル 本研究では単原子層積層制御により新物質探索を
効果は古 くから知られていま したが、再現性 ・信 行い、全く新奇な磁気光学特性や磁気伝導特性の
頼性のある実験結果は最近まで報告されませんで 発現を目指 します。もう一つは、微細力口工技術を
した。1995年 に本研究プロジェク トのメンバー 用いた微小磁性 ドットやマイクロワイヤの作製と
である宮崎グループ2)はFe/A1203/Fe3層 接合膜 その磁性研究です。微小磁性体では磁化が量子的
において、また同時期に独立 して我々のグループ3)に 揺らぐことが知られ、これを巨視的な トンネル
はCo-Al20,グ ラニュラー構造膜において、強磁性 現象として捉える理論が現在急速に発展 していま
トンネル効果によるGMRを 発見 しました。本研 す。本研究では、このような微小磁性体の磁化の
究では、これ らの研究を基礎 ・応用両面からさら ダイナミックスを実験的に明らかにし、さらにそ
に発展させます。具体的には、絶縁体障壁の状態 の成果を超高密度磁気記録技術の開発に役立てる
や強磁性金属の伝導電子スピン分極率と強磁性 ト ことを目指 しています。
ンネル効果との関係を実験的に明らかにし、また
微粒子帯電効果(ク ーロンプロッケイ ド)と 強磁 以上のように、本研究では、種々のナ ノ構造磁
性 トンネル効果の両者が絡み合った系での伝導の 性体のス ピン依存量子効果を様々な角度から評価
メ力ニズムを探 ります。また、低磁場で大きな抵 し、その結果を有機的に結合させなが ら研究を進
抗変化を示す トンネル型磁気抵抗素子の開発を目 めています。本プロジェク トのメンバーのうち、




象の研究であるのに対 し、(3)で は必ずしも伝導に 工格子の研究に携わってお り、最近の強磁性 トン
限らない一般的なスピン依存量子効果を対象とし、 ネル効果の研究でも大きな成果を上げています。
それをもた らすような人工的なナノ構造を設計 ・ このようなメンバーが国際的な共同関係を保って
作製 し、さらには新 しい磁性材料としての可能性 いくことは、研究の進展に非常に有効な ことだと
を探索 します。具体的には次の2つ の研究を行 っ 信じています。
ています。一つは、単原子層積層制御による規則
一9一






(文 責 高 梨 弘 毅)
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図3bccFe(100)原 子層 とfccAu(100)原 子層の組合 せによって
Llo型 規則構造が形成されることを示 す模式 図。
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大型プロジエク ト紹介(2):文 部省科研費重点領域研究
傾斜機能材料の物理 ・化学




た傾斜機能材料の研究は、最近では、諸外国にお 機能材料の物理的 ・化学的研究を行 うことを目的
いても活発に行われるようになった。特に ドイツ とし、次のような研究を行っている。
においては、平成7年 度から32機 関が参加 して、 まず、金属、セラミックス、高分子などの複合






械技術研究所は平成8年 度から傾斜機能材料の生 拓の電気的 ・磁気的機能の傾斜化を試み、磁性体、
物 ・力学的適合性に関する研究を開始 した。同 じ 誘電体などの電磁気材料における傾斜化の有効性
く平成8年 度からNEDOに おいても国際協力研究 を検討する。さらに、熱電的 ・光電的機能の傾斜
事業として傾斜機能材料の研究が開始された。さ 化を試み、傾斜化によるセンサー性能および機能




しか し、これらの研究の大部分は機械的機能の 特性を有するのは、それ らの傾斜構造に由来する









本研究は、わが国はもとより世界の材料科学の くに、融点の大きく異なる高分子/セ ラミ ックス
発展に貢献し、産業界の活性化に役立つとともに、 系の傾斜化、球形粒子を用いた傾斜化配列システ
不均質材料科学に関連 した新たな学問分野を創成 ムの構築、ダイアモン ド粒子を濃縮固定 したサー






価を受けてきた。計画班は4班 からな り合計20名 を確認 し、その応用として高周波信号伝送時の反
(平成10年 度は28名)、 総括班は内部4名 と外部4射 損失を少なくすることに成功した。また圧電定i I
名の合計8名 、評価班は外部4名 で構成されている。 数の傾斜化により、 トランスジューサ素子の共振
公募は、当初は10件 程度として研究計画を立て による雑音を軽減できること、および傾斜化設計
ていたが、応募件数が平成8年 度は180件 、平成 によって、素子と金属電極との界面で発生する歪
9年 度は163件 、平成10年 度は91件(平 成10が ほとんどが生 じない条件が達成できることも確
年度の公募案内には採択件数は10件 程度と明記し 認された。一方、磁性材料の傾斜化では、磁化の
たにもかかわらず)も あり、このため研究組織は 強さが傾斜構成要素の平均値をとりながら臨界温
かな り大きなもの となった。研究者数と研究費を 度が構成要素の最大値を示すという興味ある現象
表1に 示す。 を見出 し、汎用性 ・高機能化への期待が高まって
研究は次のような4班 に分けて行われた。 いる。
傾斜化プロセス 熱電的 ・光電的傾斜機能に関 して、熱電的傾斜
班長:平 井敏雄(東 北大金研)機 能では、種々の材料を組み合わぜることによる
班長代理:渡 辺龍三(東 北大院工研)粒 界 ・界面でのゼーベック係数の増大などを設計
電気的 ・磁気的傾斜機能 指針とし、キャリア濃度を傾斜させたことによっ 」
班長=西 田俊彦(京 工繊大工芸)て 広温度域で性能指数の高い熱電変換材料の作製
熱電的 ・光電的傾斜機能 に成功 した。光電的傾斜機能では、全フッ素化ポ
班長=遠 藤 忠(東 北大院工研)リ マーによるセルフォク型低損失光ファイバーの
化学的 ・生化学的傾斜機能 実用化研究が注目されている。また、励起 ・発光
班長=小 野勝道(茨 城大工)ス ペク トルを広波長域で重畳するよう傾斜材料を
研究内容を大まかに分類 したものを表2に 示す。 設計 し、残光時間の長い新規発光体の実現に成功
した。さらに、超格子傾斜によってアバランシェ




lMRニ ュー スNo,30大 型 プ ロジ ェク ト紹 介(lIl)
表1,採 択 件 数 と 研 究 費
平 成8年 度 平 成9年 度 平 成10年 度
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額
計 画 研 究20161,80020135,40028a21,100
公 募 研 究47(180)92,00050(163)82,00023(91)33,900
採 択 率26.1%30.7%25.2%
合 計67253,80070217,40051「55,000
()内 は 応 募 件 数(3年 間 総 額:626,200千 円)
表2.「 傾 斜 機 能 材 料 の 物 理 ・化 学 」 の 研 究 内 容
平 成8年 度 平 成9年 度 平 成10年 度
単 一 機 能 理 論332
機 械 的 機 能766
電 気 的 機 能974
磁 気 的 機 能563
光 学 的 機 能474
化 学 的 機 能 化 学 反 応886






分布を人工的に作ることによって、良好な耐食被 物理的 ・化学的傾斜機能の概念がよ り具体的にな
膜の作製 に成功した。また、植物組織の傾斜構造 ってきた。これにともない、傾斜化のための新 し
を解析することによって、傾斜化が植物組織の中 いプロセスのアイデアが多 く提案され、さ らに、
の応力分布を最適化 していることを確認 した。さ 「場」の傾斜という考えも導入され、より新 しい傾
らに、生体親和性が傾斜 した環境の中で無機物 と 斜機能材料の展開が見られるようになった。
強固に結合 したアパタイ ト層を形成させることに これらの研究の成果は、平成8年4月 ～平成9年
成功 し、この層が優れた骨親和性を持つことを明10月 の間に、既に200編 余 りの学術論文と して







これ ま てr紹介 した 大 型 プロ ジ'mク ト
現在、本研究所では文部省科学研究費および政府事業費による大型プロジェク ト研究が
推進されています。IMRニ ュースで既にこ紹介 したプロジェク トは次のとおりです。
平成8-12年 度 科学技術振興事業団 科学技術庁戦略的基礎研究推進事業(代 表者=隅 山兼治助教授)
約5億 円 合金クラスター葉合体の極阪構造 ・磁性制御IMRニ ュースNo ,28掲載
平成8-12年 度 日本学術振興会 文部省未来開拓学術研究推進事業(代 表者:藤 森啓安教授)
約2億 円 入工微小構造靭御/こよるスピン依存勿性と新麓能性材料lMRニ ュースNo ,28掲載
平成6-9年 度 文部省科学研究費補助金 特別推進研究(代 表者:井 上明久教授)
約3・1億円 新=しω金属基ガラスの創製と物佐を利用 した工業材料の新展開lMRニ ュースNo ,29掲 載
平成7-11年 度 科学技術振興事業団 科学技術庁戦略的基礎研究推進事業(代 表者:安 彦兼次助教授)
約2億 円 超高純度ベーヌメタルの科学lMRニ ュースNo ,29掲 載
平成9-13年 度 日本学術振興会 文部省未来開拓学術研究推進事業(代 表者:福 田承生教授)
約6億2千 万円 次世κ機能素子用基盤としTの 単結晶の育磁と評価IMRニ ュースNo ,29掲載
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rMRニ ュー スNo.30停 年退 官教 授 に聞 く(il)
響:1擁 礁 滋 、 ∵ ∵∴.':i'_.・1}1罷 添 熱 …蕪1雲
結 晶 物 理 学 研 究 部 門 の23年 間 を 振 り返 っ て
前 結 晶 物 理 学 部 門教 授 小 松 啓
当部門は山本美喜雄教授が昭和22年3月 に担当 比は成長や溶解の機構を探る上で欠かせない。こ
され、27年 間にわたって磁性、塑性、結晶成長の のような静的な研究と同時に、成長という動的な
3分 野の研究がなされた。 過程を直接とらえるため"そ の場観察"の 研究を
山本教授の御退官後、1975年10月 に小松が併 並行することを基本方針とした。
任教授となり、1976年1月 か ら専任教授 として1950年 代に、気相や希薄溶液などからの結晶
部門を担当した。その時のスタッフは林 成行助 成長に関して、有名なBCF理 論が出され、実験的
教授、青木善平、井上哲夫、後藤芳彦の3助 手、 検証もなされた。それに対 し、濃厚相からの成長
清水真人技官の6名 であった。わが国の結晶成長(特 に融液成長)に ついては決定的な理論がまだな
の草分けの一人であった山本先生の学風を継承 し、 い。 わずかに、磁壁の移動と固液界面の移動の
結晶成長学を盛りたてることを全員で確認した。 類似 に着 目 してつ く られ たCahnの 理 論 や 、
振 り返ると、大学卒業以来、天然の岩石、鉱物、Jaoksonら の理論などがある。しか し、これら
化合物半導体、超伝導体、胆石からタンパク質ま の理論は厳密な実験との対比がなされないままで
でを扱 ってきた。対象は様々だが、一貫 してその 放置されている。そこで、融液成長を顕微鏡下で
成長メ力ニズムを知ることが興味の対象であ った。 直接観察し、週冷却度と成長速度を高精度で測定
枠にはめられることな く、自由な発想からテーマ することにより、理論の検証か らは じめることを
を選べたことは幸せであった。 計画 した。対象には融点が41.5℃ と低く、光に透
このような研究を進める上で、多数の優秀なス 明な斜方晶系結晶のサロールを選んだ。記録用に
タ ッフや院生の助 けがあった。友人、知人の 「人 力ラーVTRと 顕微鏡を購入 し、透過光により偏光
のネッ トワーク」な しには何事も出来なかった。 や微分干渉で観察を始めた。途中で上海硅酸塩研
それ らの人々に感謝すると共に、いくつかの研究 究所からきた金蔚青さんにこの実験を引ぎ継いで
をピックアップしておくことにする。 もらい、彼の約2年 半の粘 りに粘 った実験で、二
ご存知のように結晶は表面を通 して成長 し、溶 次元核形成の臨界過冷却度の面指数依存性まで測
解するので、表面で何が起きているかを知ること 定 し、ステ ップのエネルギーも求めることが出来
は研究の鍵である。また、表面と内部の欠陥の対 た。金さんはこれで1983年 に理学博±の学位を
【小 松 啓(HiroshiKOMArSU)教 授略歴】
1935年(昭 和10年)高 知県に生まれる。
1959年 東京教育大学理学部卒業。
1964年 同大学大学院理学研究科博士課程修了後、ブリティシュ ・カウンシル留学生として、ロン ド














ルギーを見積 った。これは今、岩手大学助教授の 野正三さん(元 東大理)と の共同研究で、第1回
重松公司さんの物理学専攻博士課程の学位論文 応用物理学会論文賞を得た。彼はその後、マルセ
(1982年)に なった。液中で成長中のデン ドライ ーユ大学結晶成長機構研究所に留学 し、オージェ
トの濃度分布 も世界で初めて重松君が撮影 した 電子による膜厚測定で研究をより精密化 した。そ
(裏表紙の写真参照)。 の後、エピタキシーの基礎研究を行った。1988(
博士論文では、井上哲夫さんの引上法 による 年4月 から東京理科大学の基礎工学部に移 り、現




最も困難な物質である。これを選んだのは、結晶 所にいた3年 間に、固体Heの 成長ステップ間の相
への転位導入現象の本質をとらえるには転位につ 関などを扱 っている。成長ステ ップ間の相互作用
いて極端な性質をもつものがよいという考えから の一般化やDLAの コンピューターシミュレーショ
である。その上、融点が低 く、光に透明なため、 ンを行 ったあと、1992年4月 から名古屋大学理
欠陥の評価にも多様な手段(偏 光、暗視野、X線 学部物理学教室の助教授として活躍中である。
トポグラフィーなど)が 使える。その後、GaAs1989年4月 に、後藤さんの 後に公募で宮下
結晶がブームになった時、いくつかの大企業や公 哲さんに助手 として来てもらった。京大理学部物
社の研究所から、「日本結晶成長学会誌」に発表し 理の博±課程を修了 したばかりのファイ トマンで、
たKCIの 別刷を10部 送れ、テキス トにしたい、な 高分子の結晶成長や物性を研究 した、幅の広い人 〔
ど大反響があった。物事をきちんと理解 しておけ である。
ば地道な基礎研究が応用にも役立つことをあ らた 清水真人さんは技官として、1978年 に科研費
めて確認 した。 で研究室に購入 したエネルギー分散型X線 分析器
林成行さんはコバル トの単結晶を電子ビームの 付きSEMを 使って、迅速にデータを出し、超伝導
フローティング ・ゾーン法(FZ法)で 作っていた。 単結晶の研究はこれで大変助けられた。
その時、優先成長方位がどのような要因で決まる 私たちが血道を上げた高温超伝導体の大型良質
かに関心をもち、曲がった結晶を育成 してその研 単結晶の育成は、にわかに始めたのではない。
究を した。その後1984年 から、スタンフォー ド1980年 頃から、これか らは分解溶融化合物の単
大学の材料科学センターに一年間滞在し、レーザー 結晶育成の時代が来るとして、勉強と研究を始め
ビームによるFZ法 をマスターしてきた。その後FZて いた。包晶型のA15型 超伝導体を取 り上げ、そ




主体的にテーマを設定 し、様々な育成法を試み、 バク質や核酸など)の 結晶成長に本格的に取り組
最後にSnを 週剰にした溶液から トップ ・シーディ むことにしたのは1991年 である。この年4月 か
ング法で良質単結晶を作ることに成功 した。この ら物理学科の4年 生として研究室に来た鈴木良尚
試料は当時の世界最小の△T、と高いT、を示 した。 君の研究テーマをタンパク質の高圧力下での成長
そのような時に、例の酸化物超伝導体の出現で と決めた。私の知る限りでは、圧力をパラメータ




バ リ的中。Nb3Snの 経験を生か し、1987年2月 授 に詳 しく教えていただいた。この成果は世界最
以後は短期間に林さん、井上さん、院生の大野孝 初の 「その場観察による高圧力下のタンパク質の
志君たちでLa系 、Y系 、及び希±類を置換 した一 結晶成長」の論文とな った。さらに鈴木君は無機
連のYBCO系 単結晶を、CuO過 剰の溶液から育成 材研の澤田勉氏の協力を得て研究を進め1997年
した。あとで、国際的にも早期に単結晶を作って に学位論文を完成 した。これは1998年5月 にス
いたことがわかった。現在はBi系 高温超伝導体の ペインで開催された生体高分子結晶化第7回 国際
状態図を新 しい方法で作ることに宮下さんが 「そ 会議で、名誉ある口頭発表論文に選ばれた。なお、
の場観察法」で取 り組んでいる。この手法を基に 私たちの研究室からは、原子間力顕微鏡(AFM)
良質酸化物超伝導体単結晶の育成法 を確立 し、 による成長メ力ニズムで中田俊隆、磁場効果で佐






倉栄二、新井 功、安斉 裕、藩守菱 、高木久仁彦、 工学部助教授として栄転 し、その後、1994年4
栗山正男、大野孝志、鈴木康直、吉田和史、加藤 月か ら大阪市大工学部で博±を修了し、生化学に
祐毅、関 進、羅 豪甦君たちである。 詳 しい佐崎元さんに助手になってもらった。
なお、医学部第一外科の田中純一医師は約3年 中田さんにはAFMに よる溶液中の結晶成長と、
間、コレステロール胆石の結晶成長学的研究を小 佐崎さんには光干渉法を応用 したタンパク質の溶





長とは違って、コンフィギュレイシ ョン ・エン ト 世界で最初のこの方面の論文を出した。
ロピーが重要な要素となる。これは、メル ト成長 栗原和男君は蛍光体をタンパ ク質結晶に加え、
の結晶界面の原子的な荒れ方と成長様式の関連に 成長過程の解析と、光干渉法による拡散場の研究
ついて、K.A.Jacksonが αパラメターとして表現 で1998年 に学位を得た。1994年 に研究生、後
しているものと似類 している。 に社会人枠の博士コース院生であ った長谷川和宏
1980年 頃から関心のあった生体高分子(タ ン 君(味 の素技研)は 、アミノ酸複合体結晶の流れ
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の中の成長機i構の研究で3998年 学位を得た。以上 のP .Dryburgh博 士がブ リティッシュ ・カウンシ
の物理学専攻の理学博士取得者の外、次の諸君がタ ルによって滞在して下さった。
ンパク質の結晶成長の研究で修士となった。佐久間 なお、物理学科4年 生と してタンパ ク質などの
一樹
、橿本英吾、吉田絵里子、永利由紀子、柳谷伸 研究をしたのは中村義則、田上将之、本同宏成君
一郎。1992年 から6年 間、助手の佐々木香さんが たちである。オリンパス光学の日下健一氏は研究
参加 し、結晶育成の支援をしていただいた。 生として1993年 か ら半年滞在 し、偏光顕微鏡の
並行 して酸化物高温超伝導体の相図と結晶成長、 勉強をし、最後に社長賞を得た。
電極表面反応のAFMに よる研究、溶液の接触角の
新測定法などの研究を行っていて、新庄正路、安 最後にIMRニ ュース29号 で、事情により次号掲
原義光、佐藤正英、西澤毅 工藤孝博、木下裕介、 載 と予告された理由について一言。昨年末、犬
中山雅夫、氏原剛志の諸君が修±となった。(30kgの ラブラ ドール)を 自転車で散歩させてい
1994年 後半の6ヶ 月間、A.A.Chernov教 授が て、転倒 し頭蓋骨を割 り、1ヶ 月入院 した。2/3
研究室の客員教授として滞在 し、タンパク質の成 は命が助か らないといわれたのが、運よく回復。
長理論をまとめた。1994年 、林さんが山形大学 最初の1週 間人事不省の時、真 っ白な部屋にベ ッ(
工学部教授として栄転された。その後任 として、 トこと浮いている自分に、斜めから光束が差 し込
1997年7月 からSteveDurbinに 米国から助教授 んでいるのを別の自分が見ていた。これは後から
として研究室に加わってもらった。AFMで タンパ 臨死体験の一つであることがわか った。今ではお
ク質の渦巻成長を世界で最初に見出した人である。 陰様で平常の生活に戻 り、テニス、水泳も楽 しん







第7回 結 晶 成 長 国 際 セ ミ ナーt'ISSCG-7"の 参 加 者(19力 国136名/国 内62名 、 国外74名)。
※11SSCG-7「'は 小 松 研 究 室 を事 務局 と し、1989年8月 蔵 王 に て 開 催 さ れ た 。
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IMRニ ュ ー スNo.30ワ ー ク シ ョ ッ プ 報 告
ワー ク シ ョ ッ プ報 告(1)1
低次元 ・異方的超伝導体の磁束状態
代表者 小林 典男(低 温物理学部門教授)
1.は じめに 関 して4件 の報告が行われた。そのうち2件 は従来
酸化物高温超伝導体における糸状態の研究をきっ 型の超伝導薄膜の磁束状態を議論 している。大熊
かけとして、か って大成功を納めた第2種 超伝導 は磁場中におけるアモルファス超伝導薄膜の絶縁
理論の見直 しが行なわれている。たとえば、高温 体転移、量子揺 らぎの効果について報告 し、また
超伝導体の混合状態では、渦糸の熱揺 らぎのため1n薄 膜については、3次 元的なll生質を示 しボル テ
に、従来の三角格子とは異な った不規則な渦糸液 ックスグラス転移が起こる ことを明 らかに した。
体や渦糸グラスなどの新 しい状態の存在が指摘さ 一方、桑沢はSi/w/Siの 多層膜におけるwア モル
れている。また、大きな超伝導揺らぎのために相 ファス超伝導層はボルテ ックスグラス転移温度T
ヨ





超伝導体特有の性質ではなく、有機化合物超伝導 考 え ら れ る 。 深 見 は 高 温 超 伝 導 多 層 膜
体や超伝導薄膜などの低次元あるいは異方的超伝YBCO/PBCOの 電流一電圧特性の測定から、T
ヨ
導体と呼ばれる多くの超伝導体に共通する問題で がPBCOの 膜厚に依存 して膜厚が増加するととも
あることが最近の研究から確かめられつつある。 に減少 し,ま た臨界指数の大きさから3次 元から2
本ワークショップでは、これ らの問題について 次元的な性質を強めていくことを明らかに した。
最近の研究結果を持ち寄 って議論することを目的 西嵜は、Mn酸 化物とYBCOの 多層膜の作製とそ
とした。 の性質について、特に異方性の観点から報告 した。
第2の セ ッシ ョンでは、従来型超伝導多層膜に





の参加の下に15件 の講演と討論が行われた。プロ4回 対称性を持ちd波 超伝導の立場から説明でき
グラムは以下の通 りである。 るが,高 中らの理論と比較した結果では、定性的
には一致するが,定 量的には異方性の大きさに1
3.内 容 桁程度の違いがあることを示 した。磁束状態に関
1日 目の最初のセ ッシ ョンでは、超伝導薄膜に 係した実験でd波 超伝導との関連を議論 した研究
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はまだ数少ない。しか し、今後磁束のミクロな構 いて報告 した。一般に、B係 酸化物高温超伝導体
造、磁束内部での準粒子の電子状態、波動関数の では元素置換による臨界電流の向上は見られない
対称性などが磁束状態に与える影響を明 らかにし とされているが、彼 らはシース材にTi,Zr,Hfを 添
て行 くことは・超伝導研究の新 しい流れになるだ 加 したときに・ノ。の向上が見られること、さらにBa
ろう。 添加の場合にも同様の効果が見 られることを示 し,
高温超伝導体の渦糸状態の相図に関 した報告が その原因が、Srサ イ トに添加元素が置換されてピ
山口、川又、岡安、内藤によって行われた。山ロ ン止めサイ トになっている可能性と粒径が増大 し
は、Bi2212単 結晶の低磁場領域における渦糸系 ている可能性を指摘 した。淡路は臨界電流密度か
の融解転移に着 目し、㌃近傍とηか ら離れたとこ ら得 られるピン止め力のスケール性に基づいて、
ろでは融解のメ力ニズムが異なるのではないかと 実際に測定できない高磁場での不可逆磁場を推測
の指摘をした。また川又はBi2212及 び有機化合 すると、今までに考えられていた以上に高い値を
物超伝導体の トル ク測定を行って、異方性パラメ 持つと考えられること、また高磁場で磁束がBi系
一夕一が温度、磁場の増加とともに減少すること と同様にパンケーキボルテ ックスを形成すると考:
を見 出している。一方、YBCOの 相図に関 しては えられることを指摘 した。さらに、佐々木は磁束
岡安と内藤によって報告された。岡安は、第2ピ の運動 にともなって生 じる熱磁気効果を利用 して
一クの振舞いについて
、その磁場依存性、温度依 磁束の持つエン トロピーの異方性を測定した結果
存性を議論 した。また、内藤は磁束系の融解相転 を報告 し、磁束の持つ輸送エネルギーの異方性が、
移近傍 における電流一電圧特性の測定から電流誘Bi,La系 では準2次 元的な、またY系 では有効質量
起融解相転移の可能性を指摘 した。 モデルで説明できるが、絶対値は従来の フラ ック
2日 目は 、5件 の発 表 が行 わ れた 。金 子 は ス ・フローモデルでは説明できないことを指摘 し
NbSe2で 観測されたSTMに よる渦糸像を示 し、 た。
その磁場依存性等について報告 した。Bi2212で
はエネルギーギャップの観察は可能であるが、未4 .ま とめ
だに磁束像は観測されていない。このような研究 低次元 ・異方的超伝導体の磁束状態と題 したテ
を通 して、先にも述べたように磁束のミクロな構 一マのもとで、従来型超伝導薄膜の磁束状態の研
造を知ることは大変興味ある問題である。最近、 究から、STMに よる磁束の直接観察や磁束を利用 、
高温超伝導体では強い異方性のためにジョセブソ した超伝導デバイスの可能性などの広い範囲にわ
ンプラズマが励起され安定に存在することが示さ たって、研究結果の報告と議論がおこなわれた。
れ、さらに運動 している磁束との相互作用によっ 高温超伝導体の磁束状態に関連 したワークショッ
てTHz領 域の発信が可能であると考えられている。 プは、高温超伝導の発見以来、おおよそ2年 毎に
中島は、このような高温超伝導体デバイスの可能 開催されてきたが、その内容は、初期の頃と大き
性を実験的に探り、60K相YBCOとLSCOの 場合 く変わっている。テーマの選択は主催者の独断と
について基礎的結果を報告 した。 偏見で決定 してきたが、このワークショップがそ
最後に、磁束ピニングに関 して3件 の報告があ のときどきに、出席者にとってわが国の研究の現







13:25-13:30開 会の挨拶 東北大 ・金研 小林典男
座長 東北大 ・金研 渡辺和雄
13:30-13:55乱 れた超伝導薄膜の磁束状態と量子ゆらぎ 東工大 ・極低温センター 大熊 哲
13:55-14:202次 元超伝導体si/w/si薄 膜における磁束状態 千葉大 ・理 桑沢好貝1」
14:20-14:45酸 化物高温超伝導体の次元1生と磁束の運動 九大院 ・理 深見 武
14:45-15:05[YBCO/Mn酸 化物]多層膜の巨大磁気抵抗効果と超伝導特性
東北大 ・金研 西嵜照和,小 林典男
座長 九大院 ・理 深見 武
15:20-15:45層 状超伝導体の上部臨界磁場 ・拡散係数の異方性について
東北大院 ・工 高中健二,岸 裕樹
15:45-16:00高 温超伝導体の上部臨界磁場のab面 内における4回 対称異方性(コ メン ト)
東北大院 ・工 小池洋二
16:00-16:25Bi(2.、)Sr(2 .,)CaCu20(8.d)のxお よびdに 依存する超伝導磁気相図の特徴
電総研 山口祐二
16:25-16:50層 状超伝導体の磁気 トルクと磁場中回転減衰振動
大阪府大 ・工 川又修一,奥 田喜一
16:50-17:15双 晶のないYBCO単 結晶のピーク効果 原研 岡安 悟,朝 岡秀人
17:15-]7:35非 双晶YBa2Cu307.δ 単結晶の相転移近傍における電流一電圧特性
東北大 ・金研 内藤智之,西 嵜照和,小 林典男
1月20日(火)
座長 東北大 ・金研 小林典男
9:30-10:00走 査 トンネル分光法による層状物質中の磁束の観察 東工大 ・理 金子真一
10:00-10:30LSCOとYBCOメ サ型接合とLSCO単 結晶マイクロプリッジの電流電圧特性
東北大 ・通研 山下努,中 島健介,王 華兵,立 木隆,植 松裕
10:30-]1:00Bi-2223Ag-cu合 金シース線材のピンニング特性




東北大 ・金研 淡路 智
11:30-12:00酸 化物超伝導体の異方性と熱磁気効果
東北大 ・金研 佐々木尚子,渡 辺和雄,小 林典男
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ワ ー ク シ ョ ップ 報 告(2)1
ミリ波 ・サブミリ波領域における物質の素励起
代表者 本河 光博(磁 性物理学研究部門教授)
1.は じめに 行われ、活発な討論を通 じて新 しい物性物理の展
ミ リ波 ・サブミリ波領域は丁度電波(マ イクロ 開が行われた。本研究所立木名誉教授によって発
波)と 光(赤 外)の 間に位置 し、従来技術的な困 展された今話題の高温超伝導体のプラズマ振動、
難さか らその領域での分光学的物性研究は他の波 量子ス ピン系の励起状態、半導体のサイクロ トロ
長領域に比べて遅れていた。 しか し最近の技術的 ン共嶋、重い電子系のサイク[コトロン共鳴、スピ
進歩により活発な研究が展開されようとしている。 ンと結合 した半導体など最新の話題が参加者によ
即ち優れた光源あるいは発振器や高感度 ・高速応 って述べられた。COE外 国人研究員のシーバース







2,ワ ークショップ報告 も詳 しい説明がなされた。
平成10年3月16～17日 、金属材料研究所講堂
及び会議室において開催された。59名 の参力口の下、4.ま とめ
以下のように22件 の講演と13件 のポスター発表 外国人研究者も含め、わが国第一線の研究者が
が行われ、毎回発表時間をオーバーするほど活発 一堂に会し、ミリ波、サブミリ波という特定の波
な討論がなされた。次ページにそのプログラムを 長領域において観測される興味深い現象に関する
示す。 研究成果を発表 した今 回の ワークシ ョップでは、
活発な討論や意見交換が行われ、この分野の研究




lMRニ ュー スNo.30ワ ー クシ ョップ報告
【プ ロ グ ラ ム 】
日時1平 成10年3月16日11:00-17日12:30
場 所:東 北大 学金 属材 料 研 究 所 、 講 堂
3月16日
挨 拶 本 河 光 博1東 北 大 金 研
L金 属t超 伝 導 座 長 野 尻 浩 之:東 北 大 金 研
温度 ・圧 力 環 境 下 で の金 属 ・非 金 属 転 移 難 波孝 夫:神 戸大 理
High-TcJosephsonspectroscopyatmmandsub-mmwaves山 下 努:東 北大 通 研
高 温 超 伝 導 体 に お け る ジ ョセ フ ソ ン ・プ ラ ズ マ励 起 松 田祐 司:東 大 物 性 研
lI特 別 講 演 座 長 池 沢 幹 彦:東 北 大 科 研
lntrinsicLocalizedModesinCrystalandSpinLattices
AlbertJ.Sievers:CornellUniversity
111NovelTechniques座 長 網 代 芳 民:九 大 理
低 エ ネ ル ギ ー域 で の 分光 に よ るCoNb206結 晶 の ス ピ ンー格 子 相 互 作 用 長 坂 啓 吾:東 京 理科 大
新 型 プ ロー プ を持 つ ミ リ波近 接 場 顕 微 鏡 水 野 皓 司:東 北 大 通 研
サ ブ ミ リ波 光 源 と しての ジ ャイ ロ トロ ン の 開 発 小川 勇:福 井大 工
光 パ ラ メ トリ ック発 振 を用 い た波 長可 変 テ ラヘ ル ツ波 光 源 伊藤i弘昌:東 北 大 通 研
MillimeterandsubmiilimeterwaveESRusingBWO,Gunnoscillatorsandpulsedmagneticfield
太 田 仁:神 戸 大 理
化 合 物 半 導 体 に お け るサ ブ ミ リ波 光 検 知 サ イ ク ロ トロ ン共 鳴 中 田博 保:阪 大 院 理
lV特 別 講 演 座 長 本 河 光 博:東 北大 金研
ThehighspinS=2materialsformillimeter/submillimeterandhighmagneticfieldEPRstudies
CzesiawRudowicz=CityUniversityofト10ngKong
Vポ ス タ ー セ ッシ ョン(17:00-19:00)座 長 左 近 拓 男:東 北 大 金 研
1)GaAs系 量 子 ドッ ト配 列 に お け る遠 赤 外 磁 気 光 吸 収 吉 澤 剛 阪 大 院 理
2)サ ブ ミ リ波領 域 に お け る ポー ラ ロ ン効 果 小 堀 裕 己 阪 大 院 理
3)ll-VI族 半導 体 に お け るマ イ ク ロ波 光 検 知 サ イ ク ロ トロ ン共 鳴 佐 藤 和 郎 阪 大 院 理
一23一
4)半 導 体 量 子 井戸 に お け る超 強 磁 場 サ イ ク ロ トロ ン 共 鴫 の磁 場 角度 依 存 性 有 本 英 生:東 大 物 性 研
5)Cd(Fe)PS3の サ プ ミ リ波ESR川 又 修 一:阪 府 大 工
6)有 機 磁 性 体Gs2(TCNQ)3のESR川 又 修 一:阪 府 大 工
7)SubmillimeterwaveESRofalignedpowdersampleofNd2BaNiO5大 久 保 晋:神 大 理
8)HighfieldESRoffrustrationsystemZnCr204小 野 俊 介:神 大 理
9)三 角 格 子 反 強 磁 性 体CuFeO2の サ ブ ミ リ波ESR福 田 哲 也:東 北 大 金 研
10)Cdi.,Mn。Teの サ ブ ミ リ波ESR野 尻 浩 之:東 北 大 金 研






Vlス ピ ン系 座 長 金 道 浩 一:阪 大 極 限 セ ン タ ー
LaCoO3のLow-HighSpin転 移 とサ プミ リ波ESR奥 田 喜 一:阪 府 大 工
量 子 ス ピ ン三 量 体 の 高 周 波ESR網 代 芳 民:九 州 大 理
二 重 鎖 を有 す る量 子 ス ピ ン系 の 磁 気 励 起 田 中 秀 数:東 京 工大 理
CuGeO3の 一 重 項 一三 重 項 遷 移 野 尻 浩 之:東 北 大金 研
VII半 導 体 座 長 長坂 啓 吾=東 京 理 科 大
希 薄 磁 性 半 導 体 ナ ノ構 造 の 電 子 励 起 状 態 岡 泰 夫:東 北 大 科 研
超 強 磁 場 に お け る希 薄 磁 性 半 導 体 の サ プミ リ波 スペ ク トロス コ ピー 松 田康 弘:東 大 物 性 研
磁 性 半 導 体 の 電 子 状 態 の 第 一 原 理 計 算 白井 正 文:阪 大 院 基 礎 工
Vlll強 相 関物 質 座 長 鈴 木 孝:東 北 大 院 理
マ イ ク ロ波 応 答 によ る 強 相 関 電 子 系 の 研 究 松 井 広 志:阪 府 大 先 端 研
CycbtronResonanceofYb4(Aso6Po4)3andYb4(Aso .12Sbo88)3RanieroPittini:東 北 大 金 研
放 射 光 赤 外 磁 気 円 偏 光 二 色 性 によ る 強相 関 伝 導 系 の 素 励 起 木 村 真 一:分 子 研
ま とめ 本 河 光 博1東 北大 金 研
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平成10年度 こ れ 掴 ら 開 催 亡 れ 否 研 究 会 輩1よひ ワ_,2rシ ョ ヅ プ
代 表 者研究会の名称
氏 名 所駝 職 開催予定期間 連絡教官
超強磁場 における物性の最前線 三浦 登 東京大学物性研究所 未定(1月 頃)本 河 光博
教授
スピン ・電荷 ・軌道量子複合流体 永長 直人 東京大学大学院工学 未定(11月 頃)前 川 禎道
の物性 系研究科 教授
半導体中の水素:そ の科学と技術 上浦 洋一 岡山大学工学部 予定(11月 頃)末 澤 正志
助教授
内殻準位分光法における基礎研究 小谷 章雄 東京大学物性研究所10.123～10.12,4奥 正興
と応用研究の接点を求める 教授
非平衡材料の ミクロ組織制御 と超 佐久間 健 東京大学大学院工学10.8.6～10.8.7井 上 明久
塑性 系研究科 教授
バナジウム及びバナジウム合金の 吉田 直亮 九州大学応用力学研10 .8.4～10.8.5松 井 秀樹
照射温度変動効果 究所 教授
光と励起電子系の位相およびその 後藤 武生 東北大学大学院理学10.7.13～10.7.14八 百 隆文
相関の研究 研究科 教授
アクチノイド研究の有機i的結合に 森山 裕丈 京都大学原子炉実験10.8.18～10.8,19塩 川 佳伸
向けて 所 教授
次世代機i能素子用基盤としての単 福田 承生 本研究所 教授10.820～10.8.21
結晶の作成と評価
液体の安定化現象ならびにバルク 井上 明久 本研究所 教授 未定(10月 頃)
金属ガラスの創製と物性
界面ナノ領域における原子構造 と 桜井 利夫 本研究所 教授 未定(10月 頃)
その物性評価
実験 と計算科学的アプローチの共 川添 良幸 本研究所 教授 未定(10月 頃)
同によるナノ物質研究




本研 究所 講 演 会 委 員 長(教 授)井 上 明 久
金属材料研究所「春季(第95回)講 演会」が、5究 部門からは「グローバルCO
、リサイクル ーKey
月28日(木)・29日(金)に 金属材料研究所2Materialsと エジプ トとの共同研究一」、特殊耐熱
号館講堂を主会場 として開催されました。今回の 材料学研究部門か らは「傾斜機能材料の物理 ・化




















口泰孝教授に「新産業の創出をめざ しで」と題する 雰囲気チ ャンバーを用いた管状炉燃焼 一赤外線吸
講演をしていただきました。未来科学技術共同研 収法によるバ ックグラン ド除去効果と試料表面吸
究センターの設立目的と現状ならびに金研との関 着炭素の量的評価一」(高 田九二雄、材料分析研究















ポスターセ ッシ ョンの一 コマ
ー27-
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● 受 賞 状 況(1997,11-1998.2)●
日本金属学会研 究技 術功労賞
大友 貞雄(技 官)極 低温の生成と低温冷媒の製造およびその安定供給、そ=れらに関す1998.3.26
る技術開発、運転要員の育成を通 じての研究に貢献した。
ActaMetallurgicaGoldMedal
増本 健(名 誉教授)材 料科学の分野で卓越 した業績を挙げた。※1998.4.1
科学技術 庁長官艶
佐藤 多作(技 官)精 密角度制御装置の改良により、X線 全反射臨界角での蛍光X線 分1998.4.14析を
可能にし、さらに、自動測定化することで労力の軽減、安全性
の確保、測定精度の向上に貢献した。
情報処理学会 東北支 部奨励 賞








去る4月1日 、習志 野文化ホールにお いて開催 された 日本物理学会(佐 藤 勝彦会長)の 総会 において、
本 研究所元所長(東 北大学名誉教 授)の 増本健氏 に1998年 度のActaMetallurgicaGoldMedalが 授与
されま した。
本賞は、材料科学の分野で卓越 した業績 を挙げ、また先導的役割 を果た した世界の研究者の中か ら毎 年
一 名が 選ばれて贈 られる最高峰の 国際賞であ ります。1974年 の創 設以来 これまで に授 与された 研究 者
は次の23名 であ ります。いずれも著名 な材料科学の研究 者 であ り、今回 日本の研究者 として は近藤淳 氏








● 教 官 人 事 異 動(1998.3.31-1998.5.31)●
氏 名 年 月 日 異動種 別 異動後 の身分






後藤i貴 行1998.3.31辞 職(上 智大学理工 学部 助教授)
中田 俊隆1998.3.31辞 職(立 命館大 学理 工学部 助教授)
進藤 卓嗣1998.3.31辞 職(新 日本製鐵株 式会社)






後藤 孝1998、4.1昇 任 溶解凝固制御工学研究部門 教授
粕谷 厚生1998.4.1昇 任 学際セ ンター 教授 ・
大橋 正義1998.4,1転 出 山形大学工学部 助教授
深田 直樹1998.4,1新 規採用 結晶欠陥物性学研究部門 助手
永井 康介1998.4.1新 規採用 材料照射工学研究部門 助手
湯蓋 邦夫1998.4.1新 規採用 材料照射工学研究部門 助手
小山 佳一1998、4.1新 規採用 磁気物理学研究部門 助手
牧野 久雄1998.4.1新 規採用 電子材料物性学研究部門 助手
LOUZGUINEDmitri1998,4,1新 規採用 非平衡物質工学研究部門 助手
Valentinovich
鄭 夏 國1998.4.1新 規採用 不定比化合物物性学研究部門 助手




氏 名 年 月日 異動種 別 異動 後の身分
土屋 文1998.4,1新 規採 用 附属材料試験炉利用施設 助手
戸沢 浩一1998.4,1昇 任 分析科学研究部門 助手
今野 栄行1998.4.1昇 任 分析科学研究部門 助手
真壁 完一1998.4.1昇 任 分析科学研究部門 助手
郭 麗偉1998.5.16新 規採用 電子材料物性学研究部門 助手
● 客 員 部 門 人 事 異 動 ●
氏名 ・所属 ・身分 招聴期間 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門〉











豊橋技術科学大 学工 学部 教授lgg8.g.30附 属新素材設計開発施設
併任教授 〈新素材 前田研〉
小田 修1998.4.9一 客員研究部門H種
(株)ジ ャパ ンエナジー電子材 料開発部材 料lgg8.g.30材 質制御学研究部 門
部品研究所 主 席研究員 客員教授 〈福 田研〉
-31一




本研究所福田承生教授 らは1600℃ の高温大気中で使用できる酸化アルミニウム(ア ルミナ)とYAG
(イッ トリウムーアルミニウムーガーネッ ト)を 原料とした新 しい強化繊維を開発 した。この繊維は、耐熱












ス トも従来の数千万円から200万 一300万 円に低減できる。
山口泰男教授ら:日 経産業新聞(1998,4,21)
-32一
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● 外 来 者 に よ る 講 演 会(1998.3-19985)●
窒化物薄膜のMOVPE成 長
住友化学筑波研究所 前田 尚良氏 連 絡先:八 百研3/3
まほろばの低温
田沼 静一 東京大学名誉教授
連 絡先:強 磁場/低 温工学協会東北 ・北海道支部4/17
梯子 格子 系物質(Sr,Ca)14Cu24041の 磁性 と超 伝導 、
青山学院大 学理 工学部 秋 光 純 教授 連絡先=本 河研4/20
走査型静電容量顕微 鏡 による半導体観察








京都 工芸 繊維大学 新美康永 博 ± 連絡先:本 河研5/9
星間物質 と星の誕生
国立天文台 中野武宣 博士 連絡先:本 河研5/9
金属 とア レルギー 、
長崎大学 阿南貞雄 博士 連絡先:本 河研5/9
鉄の流通 と文化の流れ
日鉄流通セ ンター 柳田敬介 氏 連絡先:本 河研5/9
パ リの 中の小さな亜鉛









フラ ンス国立科学研究所 主席研究員Dr,PatrikVeyssiere連 絡先:花 田研5/22
GSMBEに よるGaN量 子 ドッ トの作製 と評価
理化学研究所 特別研究員 沈 旭強氏 連絡先=八 百研5/25
-33一
● 主 な見 学 者(1998.2-1998.5)●
文部省学術国際局 研究機関課長 加茂川幸夫氏1998,02,12
通産省工業技術院技術審査委員 多喜見淳一氏1998.03.17
通産省工業技術院東北工業技術研究所 金属素材部部長 池内準氏 他2名1998.03.17
東北学院大学工学部 星宮務氏1998.03.19
東北大学大学院工学研究科量子エネルギー工学専攻 古田島久哉 教授1998.03.23












駐日ベラルーシ共和国特命全権大使 ぺ トル ・K・ クラフチェンコ氏1998,04.03
駐日ベラルーシ大使館三等書記官 セルゲイ ・テレンティエフ1998.04.03
宮城ベラルーシ協会専務理事 天江新六郎氏 他数名1998.04.03t
亜太科学技術協会(台 湾)理 事長 余 傳鞘氏 他48名1998.0409
東亜科学技術協力協会4名1998.04,09
会計検査院 上席情報処理調査官付 吉田 和記氏1998,04.23
日立プロセスコンピュータエンジニアリングEWSシ ステム部長 阿部徹氏1998.0423
讃費新聞社東北総局記者 村井利之氏1998.04,23
アダムネット株式会社 営業本部部長 原田英昭氏 他1名1998.05.17
DirectorofDefenceMetallurgicalResearchLab,講 師D.Banθrjee氏1998.05.18
転換教育科目A材 料科学入門 フロンティア材料の探索 金属系1年 生60名1998,05,20
秋田大学工学部資源学部 教授 田上道弘氏1998D5,26
文部省大臣官房会計課第二予算班 国立学校第一係長 小山登氏 ほか1名1998.05.27
-34一
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30-002特 別 に 精 製 し た 高 純 度 鉄 高 木 清 一 高 純 度 化 技 術 大 系 第3
巻 高 純 度 物 質 製 造 プ ロ
























30-008準 結 晶 を 含 むAl-7.8%V-4%Fe合 金P/M材 の 木 村 久 道 ・ 井 上 明 久 軽 金 属48[3]
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30-067MOCVDに よ り 合 成 し たlr-Cコ ン ポ ジ ッ ト膜 の 後 藤 孝 ・ 小 野 敬 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金45
微 細 構 造 と 電 気 的 性 質 平 井 敏 雄[1](1998),20-24
30-068ア ー ク 溶 解 法 に よ り 作 製 し たB、c-siB.-si李 剣 輝 ・ 後 藤 孝 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
系 複 合 セ ラ ミ ッ ク ス の 微 細 組 織 と 熱 電 特 性 平 井 敏 雄 術 論 文 誌106[2]
(1998),194-197
30-069不 定 比 性 ぺ ロ ブ ス カ イ ト型 化 合 物GdRh,B,の 宍 戸 統 悦 ・ 葉 金 花 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
硬 度 と 耐 酸 化 性 岡 田 繁 ・ 工 藤 邦 男 術 論 文 誌106[1]
山 内 宏 ・ 吉 川 彰(1998),106-111
小 原 和 夫 ・ 菅 原 孝 昌
福 田 承 生
OrganicMateriats
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30-089MnAl合 金 の 磁 性 と 相 変 態 のNMRに よ る 研 究 小 田 原 大 貴 ・ 冨 吉 昇 一 愛 媛 大 学 工 学 部 紀 要17























































30-100水 溶 液 電 解 法 に よ る ウ ラ ン,ネ プ ツ ニ ウ ム 金 塩 川 佳 伸 ・ 長 谷 川 一 希IsotopeNews,525














30-103傾 斜 機 能 材 料 の 物 理 ・化 学 一 文 部 省 科 学 研 究 西 田 俊 彦 ・ 渡 辺 龍 三 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金45
費 補 助 金 重 点 領 域 研 究 の 展 開 を 中 心 に し て 一 遠 藤 忠 ・ 小 野 勝 道[3](1998),199--204
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30-142非 整 数 原 子 層 交 互 蒸 着Fe/Au人 工 格 子 の 構 造 氷 見 清 和 ・ 高 梨 弘 毅 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌22
と 垂 直 磁 気 異 方 性 三 谷 誠 司 ・ 藤 森 啓 安[4-2](1998),585-588:1
30-143高 電 気 抵 抗Fe-Mg-0薄 膜 の 軟 磁 気 特 性 李 希 宰 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌22
嶋 敏 之 ・ 藤 森 啓 安[4-2](1998),625-628
30-144金 属 一 非 金 属 グ ラ ニ ュ ラ ー 薄 膜 に お け るGMR薬 師 寺 啓 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌22
の バ イ ア ス 電 圧 依 存 性 高 梨 弘 毅 ・ 藤 森 啓 安[4-2](1998),577-580
FinePartictes,Microclusters,MesoscopicandNanometerMaterints
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30-166ア モ ル フ ァ ス 粉 末 の 固 化 成 形 に よ り 作 製 し た 小 島 章 伸 ・ 牧 野 彰 宏 マ グ ネ テ ィ ッ ク ス 研 究 会
ナ ノ 結 晶Fe-Nb-Nd-B磁 石 井 上 明 久 資 料,電 気 学 会,
MAG-97-95(1997),
13-18
30-167非 晶 質 粉 末 の 固 化 成 形 に よ り 作 製 し た ナ ノ 結 小 島 章 伸 ・ 牧 野 彰 宏 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌21
晶Fe-RichFe-Nb-Nd-B磁 石 井 上 明 久 ・ 増 本 健[4-2](1997),365-368(
30-168ナ ノ 結 晶(Fe,Co)-Nb-(Nd,Pr)-B薄 板 成 形 磁 石 小 島 章 伸 ・ 牧 野 彰 宏 マ グ ネ テ ィ ッ ク ス 研 究 会
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30-185マ イ ク ロ 単 結 晶 の 作 製 福 田 承 生 ・ 島 村 清 史 ま て り あ37[1]
宇 田 聡(1998),55-60
-51一



















30-191一 方 向 凝 固(Bi,Sb)2Te・ の マ ク ロ 偏 析 に 及 ぼ 安 田 秀 幸 ・ 大 中 逸 雄 日 本 金 属 学 会 誌61[12ユ
す 磁 場 の 効 果 古 久 保 洋 二 ・ 福 田 承 生(1997),1288-1295
渡 辺 和 雄 ・ 高 漢 俊l
CrystatStructure
30-192GdCo・B・C、(x=0～1)の 合 成 及 びC量xの 変 化 に 宍 戸 統 悦 ・ 葉 金 花 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
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30-236Cu-Nb補 強 安 定 化 型Nb3Sn線 材 渡 辺 和 雄 ・ 淡 路 智 フ ジ ク ラ 技 報93
岩 崎 庄 治 ・ 後 藤 謙 次(1997),70-74
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30-253走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 に よ る 局 所 仕 事 関 数 の 測JiaJ.F.,・ 井 上 圭 介 日 本 物 理 学 会 誌53[2]
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30-272活 性 炭 を 含 む 高 温 ・濃 硫 酸 中 に お け るNi-Cr一 菅 原 克 生 ・ 滝 沢 与 司 夫 材 料 と 環 境46[10]
Mo合 金 の 腐 食 挙 動(第1報)秋 山 英 二 ・ 橋 本 功 二(1997),643-65Q
30-273活 性 炭 を 含 む 高 温 ・濃 硫 酸 中 に お け るNi-Cr一 菅 原 克 生 ・ 滝 沢 与 司 夫 材 料 と 環 境46[11]
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30-288高 電 圧 グ ロ ー 放 電 管 か ら のX線 放 射 辻 幸 一 ・ 松 田 秀 幸X線 分 析 の 進 歩29
























30-293強 磁 場 に よ る 電 析 物 の 形 態 制 御 茂 木 巖 ・ 大 久 保 晋 日 本 金 属 学 会 誌61[12]

























30-299高 清 浄 環 境 下 に お け る 超 急 冷 粉 末 冶 金 連 続 プ 河 村 能 人 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金44
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(論 文 収 集 日:1998/5/13)
裏 表 紙 写 真 説 明 溶 液 中 で 成 長 す るNH。Cげ ン ドラ イ トの 周 辺 の 光 干 渉 縞 ・
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